
金
滞
古
蹟
志
巻
七

札
を
立
候
。
乍
v
去
札
之
書
様
不
ν
憾
候
に
付
、
入
国
御
披
見
-
候
事
難
v
成

候
問
、
七
日
之
内
ひ
そ
か
に
鵠
昌
告
知
-
共
身
罷
出
、
御
穿
盤
落
着
候
は

ぽ
、
最
前
御
定
之
御
褒
美
之
上
、
増
被
v
下
候
様
に
可
a
申
上
-
候
。
此

事
不
申
頴
候
は

r.
右
之
札
意
趣
可
v
錫
v
立
者
也
。

十
月
廿
一
日

奥
村
源
左
衛
門

岡
崎
市
郎
兵
衛

小
塚
藤
右
衛
門

右
之
通
り
書
き
調
へ
立
て
置
か
け
れ
ど
も
何
の
事
も
伊
之
。
然
り
と

い
へ
ど
も
難
=
指
置
一
江
戸
へ
下
向
也
。
江
戸
参
箸
の
上
利
常
卿
よ
り

共
の
皆
雪
上
被
v
成
け
れ
ど
、
詮
も
な
き
事
故
、
湯
嶋
町
に
徒
に
年
月

を
滋
り
‘
盛
安
四
年
五
月
廿
日
本
郷
五
丁
目
の
宿
に
て
絡
に
病
死
す

と
云
々
。
按
宇
る
に
、
慶
長
十
九
年
穿
盤
の
頃
よ
り
耶
蘇
宗
徒
の
子

孫
多
き
中
に
も
、
内
藤
徳
庵
が
男
来
女
好
次
は
父
徳
庵
と
共
に
放
還

せ
ら
れ
し
か
ど
、
徳
庵
死
後
蹄
朝
し
‘
名
休
甫
と
稀
し
‘
共
の
子
孫

吾
が
務
士
と
成
り
連
綿
す
。
内
藤
系
譜
に
云
ふ
。
元
組
内
藤
徳
庵
.
信

長
公
時
都
a
飛
騨
守
-
領
一
昌
丹
波
一
因
二
長
後
流
浪
仕
晶
子
加
藤
清
亙
プ
給
品

五
千
石
-
住
a
肥
後
熊
本
一
民
長
一
元
年
仕
且
瑞
能
公
-
賜
ι
凶
千
石
二
盆
依
a
耶

れ
る
を
以
て
、
西
町
と
呼
び
初
め
た
る
も
の
也
。
加
府
事
逃
貫
録
に

云
ふ
。
佐
久
間
民
の
時
代
は
西
町
口
大
手
た
り
。
共
の
昔
一
授
賞
携

を
鎚
ひ
防
戦
す
。
今
堤
町
書
締
三
筒
屋
建
則
ち
古
殿
場
也
と
。
三
州

志
来
因
概
覧
附
鍛
に
も
‘
昔
佐
久
間
盛
政
領
主
た
り
し
頃
.
自
ら
披

縄
を
改
め
、
東
方
に
墜
を
掘
り
、
西
町
口
を
ぽ
麗
門
と
・
注
し
た
る
よ

し
い
ひ
僻
へ
た
り
と
ぞ
。

。

西

町

橋

金
津
橋
梁
記
に
、
す
ぢ
か
ひ
橋
西
町
の
は
し
也
と
あ
れ
ば
‘
橋
名
は
す

ぢ
か
ひ
橋
と
い
へ
り
と
開
ゆ
。
但
し
共
の
名
後
に
絶
え
た
り
け
ん
。

此
の
橋
は
内
惣
構
鋼
へ
架
け
た
る
往
来
橋
た
り
と
い
へ
ど
も
、
鹿
藩

後
惣
構
摘
を
担
め
.
今
は
橋
も
絶
え
て
た
し
。

O
鍍
井
就
安
審
邸

延
貸
金
津
国
を
考
ふ
る
に
‘
酋
町
橋
の
高
南
側
の
角
和
問
七
兵
衛
、

共
の
隣
坂
井
就
安
と
あ
り
。
元
職
元
年
士
院
陀
、
二
百
石
坂
井
就

安
、
二
宵
石
坂
井
事
情
順
と
あ
り
て
、
父
子
共
二
百
石
賜
は
り
し
に
や
。

元
組
就
安
は
寛
永
四
年
士
艇
に
‘
御
薬
師
衆
二
百
石
就
安
と
あ
り
。

元
総
元
年
坂
井
泰
踊
の
由
緒
書
に
、
骨
粗
父
坂
井
就
安
者
小
潮
甫
庵

之
長
男
也
。
十
七
哉
の
時
坂
井
下
線
の
帯
養
子
と
成
り
、
氏
を
坂

金
滞
古
蹟
志
巻
七

回

蘇
宗
後
日
間
十
九
年
奥
=
高
山
南
坊
二
一
集
被
v
放
a
呉
国
二
央
頃
枠
休
甫

奉
v
願
一
集
相
越
鹿
，
父
徳
庵
元
和
二
年
於
=
異
国
-
病
一
死
，
依
v
之
休
甫
蹄

朝
4

金
棒
復
位
a

然
底
意
而
就
“
第
態
-
寛
永
廿
年
被
v
召
z
江
戸
二
止
保
二

年
蹄
担
金
揮
二
賜
昌
十
人
扶
持
吋
J

寄
昌
宿
紳
戸
滑
庖
宅
二
勝
手
不
如
意
，
奉
v

願
在
昌
郷
子
能
州
初
咋
郡
荻
谷
村
コ
匙
貸
元
年
病
死
-
共
子
又
助
・
弱
左

衛
門
雨
人
五
人
扶
持
宛
賜
v
之
d

と
あ
り
て
、
是
よ
り
後
代
々
一
荻
谷
村

に
居
住
せ
し
属
、
安
永
四
年
六
月
情
願
の
趣
有
v
之
、
金
滞
へ
出
で
、

外
諸
士
と
ひ
と
し
く
勤
仕
し
‘
天
明
五
年
百
石
賜
は
り
子
孫
連
綿

す
。
此
の
外
吉
利
支
丹
宋
類
と
て
所
備
と
る
び
吉
利
支
丹
の
子
孫
多

か
り
し
か
ど
、
迫
々
年
暦
を
経
て
‘
文
政
五
年
の
末
類
縮
岐
に
、
石

川
郡
宮
腰
町
酒
屋
孫
兵
衛
、
枠
本
人
同
前
道
休
、
孫
奥
三
兵
衛
、
官
.

孫
七
兵
衛
、
玄
孫
市
兵
衛
、
せ
が
れ
幸
宿
衛
門
、
営
午
年
七
十
裁
金

滞
材
木
町
自
宅
居
住
と
記
載
し
‘
文
政
五
年
右
一
人
残
り
居
た
る
由

見
ね
た
り
。
此
の
者
死
後
金
く
絶
え
た
り
し
か
ど
、
明
治
維
新
後
再

び
金
棒
市
中
等
耶
綜
宗
徒
の
者
遺
宇
多
く
相
成
り
.
所
開
伴
天
遣
の

如
き
者
も
温
品
川
金
津
に
寓
居
す
る
事
と
は
成
り
た
り
。

町

此
の
町
は
.
所
調
尾
山
八
町
の
一
町
な
り
。
金
縁
城
郭
の
西
方
に
蛍

O
酉

t--a、r'rr'4
ゐ・・旬
J"

・町、，

井
と
改
む
。
初
め
堀
尾
帯
刀
に
仕
へ
、
帯
万
死
去
の
後
暇
申
締
、
民

長
二
十
年
加
州
へ
来
り
?
微
妙
公
へ
製
薬
を
差
上
げ
け
る
底
、
御
相

憾
に
付
て
可
ν
被
n
召
抱
-
旨
御
意
候
へ
ど
も
、
仕
官
を
め
と
ひ
、
建
て

僻
返
申
上
。
然
鹿
大
坂
御
陣
の
時
分
御
腫
分
と
し
て
御
供
被
a
E
H
建一

御
近
所
に
罷
在
候
て
‘
斬
首
の
一
・
こ
を
記
し
け
る
0
.

依
っ
て
御
蹄

陣
の
後
知
行
二
百
石
の
御
盤
付
被
昌
成
下
で
赴
又
僻
退
申
上
る
慮
、
老

中
何
茂
頂
鍛
仕
可
ν
然
之
皆
強
ひ
て
被
b

申
に
付
頂
戴
仕
慮
、
御
意
を

以

τ能
き
知
行
所
を
撰
み
被
v
出
被
v
矯
ν
下
。
此
以
後
獅
加
増
の
思
召

に
て
.
能
州
宮
木
・
加
州
野
々
市
・
松
任
都
合
一
高
石
之
御
代
官
被
n
仰

付
一
石
八
升
宛
口
米
被
・
下
、
井
に
金
滞
河
原
町
之
役
夫
を
被
.
鑓
b

下。

常
に
御
近
所
に
被
a
召
仕
一
就
安
之
自
宅
へ
茂
三
度
ま
で
被
.
矯
v
成
、
御

良
筆
の
御
書
も
度
々
一
被
a
成
下
一
今
以
所
持
仕
と
あ
り
，
ま
た
毛
利
隼

之
助
の
拾
築
名
言
記
に
、
坂
井
先
就
安
に
松
任
・
.
野
々
市
の
代
官
仰

付
ら
れ
し
事
あ
り
。
雨
村
以
の
外
か
じ
け
‘
宿
の
役
も
難
勧
と
て
訴

訟
申
上
げ
L
る
に
よ
り
、
就
安
吟
味
仕
る
上
を
以
て
共
の
段
申
上
候

蕗
.
松
任
は
利
長
様
若
き
御
時
の
御
城
下
な
る
閲
‘
一
作
っ
く
り
取

に
可
v
仕
由
被
昌
仰
出
一
恭
が
り
申
す
な
り
。
夫
よ
り
松
任
・
野
々
市
雨

宿
共
に
‘
手
な
り
能
く
罷
成
な
り
。
叉
共
時
令
・
才
川
大
河
二
筋
に
成

五




